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北翔大学

授業のQual i tyの向上と

美術教育の価値を伝える

Ac t i o nのための研究会

実践発表 静岡県藤枝市立広幡中学校教諭道越 洋美
静岡大学教育学部附属島田中学校教諭加茂 千景
静岡県焼津市立東益津小学校教諭加藤 明美
静岡県立静岡商業高等学校教諭竹川 友美子
静岡県総合教育センター地域支援課指導主事鈴木 英司
静岡大学教育学部准教授髙橋 智子
山梨県北杜市立明野中学校教頭鷹野 晃
大阪府高槻市立第九中学校教諭小林 大志
東京都町田市立金井小学校副校長松永 かおり
兵庫大学生涯福祉学部こども福祉学科
吹田くすのき保育園澤田 真弓

実践発表 北海道札幌市立あやめ野中学校教諭舘内 徹
北海道札幌市立柏中学校教諭椿野 衣江
北海道札幌市立稲稜中学校教諭市川 雅基
北海道札幌市立丘珠中学校教諭船越 りえ
北海道札幌市立あいの里東中学校教諭寺林 陽子
北海道教育大学附属釧路中学校教諭更科 結希
北海道千歳市立勇舞中学校教諭平井 宣子
北海道幕別町立札内東中学校教諭神下 朋実
大地太陽幼稚園教諭 アートディレクター中山 敦子
山形県朝日町立朝日中学校教諭亀井 道敬
埼玉県朝霞市立朝霞第四中学校教諭飯田 成子

日 時 2 0 1 5 年 2 月 2 1 日（土）・2 2 日（日）

2 1日  9 : 3 0～ 1 7 : 0 0  基調提案・実践発表・講演
2 2日  9 : 1 5～ 1 5 : 3 0  実践発表・アクション会議

日 時 2 0 1 5 年 1 月 1 1 日（日）・1 2 日（月）
1 1日  9 : 3 0～ 1 8 : 0 0  基調提案・実践発表・講演
1 2日  9 : 1 0～ 1 5 : 3 0  実践発表・アクション会議

参 加 費 一般：2 , 0 0 0 円　学生：1 , 0 0 0 円
懇親会参加の場合＋4 , 0 0 0円  （懇親会は2月21日夜開催）

会 場 静岡大学教育学部附属島田中学校
〒427 - 0 0 4 1静岡県島田市中河町169番地

会 場 北翔大学  7 2 1 / 7 2 2 室
〒069 - 8 5 1 1  北海道江別市文京台23番地

JR大麻駅から徒歩15分（会場へのアクセスは公共交通機関をご利用ください） JR島田駅から徒歩20分（会場へのアクセスは公共交通機関をご利用ください）

参 加 費 一般：2 , 0 0 0 円　学生：1 , 0 0 0 円
懇親会参加の場合＋4 , 0 0 0円  （懇親会は1月11日夜開催）

基調提案 北翔大学教育文化部教育学科准教授
中学校美術ネット代表山崎 正明

講 演 文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官東良 雅人

基調提案 北翔大学教育文化部教育学科准教授
中学校美術ネット代表山崎 正明

講 演 文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官東良 雅人

本研究会の詳細とお申し込みフォームは　中学校美術　　　で検索できます（URL:www.jhsart.net)。



メールアドレスをお持ちでない場合は、FAXでのお申し込みも

受け付けています。下記6項目を明記の上、FAX：0594-21-1287 

【中学校美術Q&A事務局 加藤宛】まで FAXを送信して下さい。

①参加大会名（北海道or静岡）　②氏名　③所属名（学校名など）

④電話番号　⑤FAX番号　⑥懇親会の出欠（大会1日目夜開催）

※メールアドレスをお持ちの場合は、参加受付フォームからのお申し込み

にご協力お願いいたします。※大会は一日・一部のみのご参加も受け付けて

います（但し参加費割引はありません）。※中学校以外の校種、学校外関係者

様からのご参加も歓迎しております。お気軽にお申し込みくださいませ。

参加のお申し込みは、中学校美術ネットのWe bサイト（www . j h s a r t . n e t）の

「中学校美術Q&A参加受付フォーム」からお申し込み下さい。

学習指導要領改訂へむけての
動きが活発化する 20 1 4 年度。
「Q&A」は徹底的に学び合い、
アクションを起こします。
学習指導要領が改訂される度に、減少を続けている中学校の美術の授業時間。

「中学校の美術が必修教科としての存在意義を示すために何をすべきか？」

中学校美術ネットでは、この問い［Question］に答え［Answer］を出すには、

授業の質［Quality］を向上させ、美術教育の価値を発信する行動［Action］を

起こしていく必要があると考えました。

そこで、この “Q” と “A” に２ つの意味を込めて『中学校美術 Q&A』という

美術教育研究会を全国で開催しているところです。

中央教育審議会でも次回学習指導要領改訂に向けての動きが活発化することが

予測される本年度こそ、全国のみなさんと共に頑張りたいと考えます。

中学校美術Q&A運営メンバー≫【企画・総括】 山崎 正明 北翔大学教育文化部教育学科准教授／中学校美術ネット代表、梶岡 創 滋賀県大津市瀬田北中学校教諭／中学校美術ネット運営、

加藤 浩司 三重大学大学院教育学研究科院生／中学校美術ネット運営　【北海道運営】 舘内 徹 北海道札幌市立あやめ野中学校教諭　【静岡運営】 道越 洋美 静岡県藤枝市立広幡中学校教諭

中学校美術ネットは、美術教育に関わる人が全国各地の美

術教育の情報を共有し、繋がり合い、学び合うことで、す

べての子どもたちのために、よりよい学びを広げていくこ

とを目指して活動を行っている有志団体です。本研究会の

「中学校美術 Q&A」の企画運営の他、全国各地の美術教育

情報サイト「中学校美術ネット」を運営しています。

中学校美術ネットでは、下記のような美術教育に関わる情報

の提供をお待ちしています。情報をご提供頂けます場合は、

中学校美術ネットの「情報提供フォーム」をご利用頂くか、

下記のEメールアドレスor SNSにメッセージをご送信下さい。

③アクション会議

実践発表と講演で徹底的に学び合った後

に行う「アクション会議」では、参加者全

員で美術教育の価値を見直し、それを発信

する具体的な行動について話し合います。

②  講  演

講演では、大学や文部科学省の先生方か

ら授業改善のポイントや、これからの美

術教育の課題や展望についてお話を頂い

ています。

①実践発表

実践発表は、質疑応答も含めて40分でお

願いしております。指導内容だけではな

く、そこに至った想いや振り返り、生徒

の変容も含めてお話を頂いています。
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③in岡山
2013 /1 /12 -13

②in大阪
2012 /8 /11 -12

①in北海道
2012 /8 /7 - 8

⑥in東京
2013 /8 /1 - 2

（都中美との合同開催）

⑤in金沢
2013 /5 /11 -12

④in岩手
2013 /2 /23 -24

⑩in三重
2013 /12 /22 -23

⑨in秋田
2013 /11 /16 -17

⑬in宮城
2014 /6 /21 -22

⑫in兵庫
2014 /5 /10 -11

⑪in神奈川
2014 /2 /22 -23

⑯in大阪
2014 /9 /20 -21

⑮in大分
2014 /8 /21 -22

⑭in島根
2014 /7 /26 -27

⑧in埼玉
2013 /9 /21 -22

⑦in北海道
2013 /8 /6 - 7

中学校美術Q&Aこれまでの開催地

中学校美術Q&Aは次回の
学習指導要領改定に向け2012年

から全国16カ所で開催
（累計参加者数 1,414人）
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